
＜シリーズ なるほど公共事業 （Ｒ５）Ｎｏ.１５＞

県産木材の活用による集会所の整備
－県営桜川西アパート集会所建設事業（水戸市）－

県営住宅団地である桜川西アパートにおける１０棟１６０戸の建替え事業の中で、団地内
の集会所を木造で整備する事業を実施。
建物には県産木材を積極的に活用し、温かみのある空間とするとともに、地域振興に貢献
することを目的とした。

事業の効果

県産木材の使用箇所
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・団地の東側中央に計画

・木造の建物（県産木材の積極活用）

事業の概要

目 的

団地全体整備計画（予定）

桜川西アパート集会所建設工事
【主要用途】集会所
【床面積】１１１．２０㎡
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集会所外観

・木の温かみを感じる居心地の良い空間

・地球温暖化防止や森林の循環に寄与

・屋外と一体性を保つための連続的な空間構成

環境にやさしく、家のような親し
みやすい空間にすることで、
「世代間交流が図れる地域コ
ミュニティの活性化に寄与」
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